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私
が
、
九
大
胸
部
疾
患
研
究
所
（
以
下
、

九
大
胸
研
）
に
在
籍
し
ま
し
た
時
に
は
、

生
の
松
原
分
院
内
に
、
胸
研
が
あ
り
ま
し

た
（
昭
和
三
十
三
年
―
四
十
六
年
）。
貝
田

勝
美
教
授
（
昭
和
二
十
七
年
―
三
十
六
年
）、

杉
山
浩
太
郎
教
授
（
昭
和
三
十
六
年
―
五

十
二
年
）
の
御
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
私
は
外
科
を
希
望
し
て
い
ま

し
た
の
で
、
貝
田
教
授
よ
り
「
胸
研
で
も
外
科
は
出
来
る
よ
」
と
す

す
め
ら
れ
入
局
し
ま
し
た
。
当
時
は
病
理
、
細
菌
、
生
化
学
、
肺
生

理
（
肺
機
能
）
等
の
研
究
室
が
あ
り
、
す
べ
て
臨
床
と
関
連
し
た
研

究
室
で
、
患
者
さ
ん
を
診
な
が
ら
研
究
を
し
て
い
ま
し
た
。
未
だ
結

核
が
、
国
民
病
で
二
〇
〇
床
か
ら
五
〇
〇
床
の
療
養
所
が
、
全
国
に

多
数
散
在
し
て
お
り
、
結
研
か
ら
胸
研
に
移
行
し
た
時
代
で
、Ｓ
Ｍ
、

Ｐ
Ａ
Ｓ
が
、
抗
結
核
剤
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
全
身
麻

酔
が
普
及
し
、
肺
切
除
や
胸
郭
成
形
術
も
行
わ
れ
、
結
核
の
対
応
が

可
能
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
当
時
、
貝
田
教
授
は
、
結
核
か
ら
胸
研
へ
名
前
が
変
わ
っ
た
の
だ

か
ら
、
心
疾
患
も
、
当
然
、
研
究
の
対
象
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、

大
田
満
夫
助
教
授
に
、
ド
イ
ツ
へ
の
留
学
を
奨
め
ら
れ
ま
し
た
。
一

年
有
半
後
に
帰
国
さ
れ
、
安
川
電
機
に
、
人
工
心
肺
の
試
作
を
申
し

込
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
ま
し
た
。
未
だ
人
工
心
肺
が
使
用
さ
れ

な
い
時
期
に
、
生
の
松
原
の
胸
研
施
設
で
、
初
め
て
心
臓
手
術
が
、

大
田
先
生
の
執
刀
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
僧
帽
弁
狭
窄
例
で
、

オ
フ
ポ
ン
プ
（
人
工
心
肺
は
使
用
せ
ず
）
用
手
的
に
交
連
切
開
術
が
、

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
九
大
の
本
院
で
も
心
手
術
が
、
施
行
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
杉
山
教
授
の
時
代
と
な
っ
て
、
呼
吸
器
疾
患
の

臨
床
研
究
に
集
中
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
私
の
記
憶
が
薄
れ
な

い
う
ち
に
書
き
残
し
ま
し
た
。

散 歩 道
長崎港

戦
艦
武
蔵
を
建
造
し
た
世
界
有
数
の
造
船
所
が
あ
る
。
背
景
の
稲
佐
山
か

ら
の
風
景
は
、
鶴
の
港
と
も
言
わ
れ
素
晴
ら
し
い
景
色
と
な
っ
て
い
ま
す
。

戦
国
時
代
外
国
と
の
日
本
の
唯
一
の
交
易
の
窓
口
で
し
た
。
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体
験
活
動
協
会
Ｆ
Ｅ
Ａ　
理
事
長

谷　
正
之

　
筑
前
前
原
駅
の
す
ぐ
南
に
、
桜
の
名

所
で
知
ら
れ
る
笹
山
公
園
が
あ
る
。
こ

こ
の
頂
上
に
あ
る
三
角
点
の
名
称
に
ち

な
み
、
笹
山
（
74
ｍ
）
と
呼
ぶ
こ
と
に

す
る
。
運
動
を
か
ね
て
駅
か
ら
周
回
し

て
み
る
。

　
南
口
の
方
へ
降
り
る
。
す
べ
て
舗
装

道
路
を
歩
く
。
分
岐
①
は
左
へ
、
点
滅

信
号
が
あ
る
交
点
①
は
右
折
す
る
。

　
「
南
風
台
東
」
標
識
が
あ
る
交
点
②

は
右
へ
。
伏
龍
池
で
は
水
辺
の
野
鳥
が

観
察
で
き
る
。
左
に
脊
振
山
地
を
目
に

し
な
が
ら
歩
く
。
や
が
て
「
南
風
台
中

央
」標
識
が
あ
る
交
点
③
に
着
く
の
で
、

右
へ
折
れ
る
。
緩
い
坂
を
上
り
、
そ
し

て
下
る
と
、
駅
か
ら
35
分
程
で
分
岐
②

が
出
て
く
る
。
右
へ
行
く
と
、
す
ぐ
に

無
料
駐
車
場
が
あ
る
。

　
坂
を
上
り
、
分
岐
③
は
右
へ
行
く
。

こ
の
先
は
「
展
望
広
場
」
へ
の
誘
導
標

識
に
従
い
上
る
。配
水
地
を
過
ぎ
る
と
、

間
も
な
く
展
望
広
場
に
着
く
。
慰
霊
塔

が
立
ち
、周
り
は
桜
で
囲
ま
れ
て
い
る
。

石
段
を
少
し
上
る
と
、
分
岐
②
か
ら
10

分
位
で
頂
上
に
到
着
す
る
。
三
角
点
、

景
色
案
内
板
が
あ
り
、
高
祖
山
、
姫
島
、

可
也
山
な
ど
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き

る
。 さ

さ

や
ま

笹
　
山 〈
糸
島
市
〉

超
低
山
散
歩
23

ぶ
ら
り

　
　
　

特　集

中
高
年
を
健
康
に
生
き
る
た
め
に

　
〜
心
臓・脳・血
管
の
病
気
を
予
防
す
る
生
活
〜

循
環
器
内
科
部
長
　
医
師

大
園
　
慶
三
郎

お
お

ぞ
の

け
い
ざ
ぶ

ろ
う

状
は
「
疲
れ
や
す
い
」「
だ
る
い
」「
動
悸

が
す
る
」
な
ど
で
す
。
血
液
を
受
け
取
る

働
き
の
低
下
で
血
液
の
う
っ
滞
が
起
こ
り
、

そ
の
症
状
と
し
て
「
息
苦
し
さ
（
肺
に
血

液
う
っ
滞
）」「
む
く
み
（
身
体
の
各
部
分

に
う
っ
滞
）
な
ど
が
生
じ
ま
す
。

　
心
不
全
を
き
た
す
原
因
は
一
つ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
心
筋
梗
塞
や
心
臓
弁
膜
症
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
心
臓
病
が
原
因
に
な
り
ま

す
。
高
血
圧
で
長
年
心
臓
に
負
担
が
か
か
っ

て
い
る
場
合
に
も
、
し
だ
い
に
そ
の
働
き

が
低
下
し
て
心
不
全
の
原
因
と
な
る
場
合

が
あ
り
、
こ
れ
が
近
年
増
加
し
て
い
ま
す
。

③
脳
卒
中

　
脳
梗
塞
は
脳
の
血
管
が
つ
ま
る
病
気
、

脳
出
血
・
ク
モ
膜
下
出
血
は
脳
の
血
管
が

破
れ
る
病
気
で
す
。
そ
の
う
ち
で
も
と
く

に
脳
梗
塞
は
高
齢
に
な
る
ほ
ど
発
症
し
や

す
い
病
気
で
す
。

　
脳
梗
塞
に
は
、
ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
性
脳

梗
塞
、
ラ
ク
ナ
梗
塞
、
心
原
性
脳
塞
栓
症

の
3
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
ア
テ
ロ
ー

ム
血
栓
性
脳
梗
塞
と
ラ
ク
ナ
梗
塞
は
動
脈

硬
化
が
原
因
で
発
症
し
ま
す
。一
方
心
原

性
脳
塞
栓
症
で
一
番
多
い
原
因
は
心
房
細

動
で
す
。

④
心
房
細
動

　
加
齢
と
と
も
に
増
加
。
70
歳
代
の
５
％
、

80
歳
代
の
10
%
程
度
の
割
合
で
起
こ
る
比

較
的
起
こ
り
易
い
不
整
脈
で
す
。
日
本
国

内
に
約
１
３
０
万
人
、
潜
在
的
に
は
２
０
０

万
人
を
超
す
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
動

悸
な
ど
の
自
覚
症
状
で
気
づ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
気
づ
か
ず
に
健
康
診
断
等
で

た
ま
た
ま
見
つ
か
る
こ
と
も
多
い
不
整
脈

で
す
。

　
致
死
的
な
不
整
脈
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

左
心
房
の
中
に
血
栓
が
形
成
さ
れ
、
そ
の

一
部
が
剥
が
れ
て
脳
ま
で
飛
ん
で
行
っ
て
動

脈
を
閉
塞
さ
せ
て
し
ま
う
と
脳
梗
塞
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
タ
イ
プ
の
脳
梗
塞
に

な
る
と
非
常
に
重
症
に
な
り
死
に
至
る

ケ
ー
ス
も
多
い
の
で
、
予
防
と
治
療
が
重

要
で
す
。

⑤
高
血
圧
症

　
高
齢
に
な
る
に
従
っ
て
血
圧
は
高
く
な
り

易
く
、
そ
れ
に
伴
っ
て
脳
卒
中
の
危
険
も
高

く
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
塩
分
の
摂
り
過

ぎ
と
運
動
不
足
が
大
き
く
関
係
し
て
い
ま

す
。
塩
分
の
多
い
食
品
を
減
ら
し
薄
味
に

慣
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
無
理
の
な
い
強
さ

と
量
の
運
動
を
継
続
し
ま
し
ょ
う
。
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
が
最
適
で
す
。

　
循
環
器
の
病
気
を
予
防
し
て
中
高

年
を
健
康
に
生
き
る
た
め
に
は
、
こ

の
三
つ
を
実
践
し
て
暮
ら
し
ま
し
ょ

う
。
　
①
腹
八
分
を
守
る
。

　
②
塩
分
を
控
え
る
。

　
③
で
き
る
だ
け
よ
く
歩
く
。

　
こ
れ
ま
で
の
医
療
は
、
い
か
に
長
く
生

き
る
か
、
平
均
寿
命
を
延
ば
す
か
を
目
標

に
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
は
、

生
活
の
質
を
重
視
し
、
長
く
な
っ
た
寿
命

を
「
心
身
に
障
害
の
な
い
期
間
」
と
し
て
、

健
康
で
自
立
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

こ
と
、
す
な
わ
ち
「
健
康
な
長
寿
」
を
実

現
し
て
い
く
こ
と
が
、
真
に
豊
か
な
長
寿

社
会
の
達
成
の
た
め
に
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。

①
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞

　
心
臓
に
酸
素
と
栄
養
供
給
す
る
大
切
な

命
綱
が
冠
状
動
脈
で
す
。
正
常
な
冠
状
動

脈
は
柔
ら
か
く
血
流
も
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

と
こ
ろ
が
動
脈
硬
化
が
進
む
と
、
動
脈
の

内
側
に
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
入
り
込

み
ア
テ
ロ
ー
ム
（
粥
腫
）
を
形
成
し
ま
す
。

こ
れ
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
る
と
動
脈
の

内
腔
が
狭
く
な
り
、
血
流
が
邪
魔
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
が
狭
心
症
で
す
。
動
脈
硬
化
の

危
険
因
子
（
高
血
圧
症
・
糖
尿
病
・
脂
質

異
常
症
・
喫
煙
・
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
の

家
族
歴
・
年
齢
な
ど
）
が
多
く
重
な
る
ほ

ど
そ
の
進
行
が
早
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
あ

る
日
あ
る
時
ア
テ
ロ
ー
ム
が
破
れ
る
と
、

そ
の
場
所
に
血
栓
が
形
成
さ
れ
て
血
流
が

完
全
に
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ

が
心
筋
梗
塞
で
す
。

②
心
不
全

　
人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
体
の

各
部
分
に
十
分
な
酸
素
と
栄
養
が
行
き
わ

た
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ら
を
運
ぶ

の
が
血
液
で
、
そ
の
血
液
を
循
環
さ
せ
る

ポ
ン
プ
の
働
き
を
す
る
の
が
心
臓
で
す
。

血
液
を
送
り
出
す
能
力
の
低
下
に
よ
る
症

健
康
寿
命
と
は
…

中
高
年
で
か
か
り
易
い

循
環
器
の
病
気
に
つ
い
て

健康寿命とは ： 日常生活に制限のない期間
■平均寿命　■健康寿命

動脈硬化冠動脈造影検査

右冠動脈を左前より見る 左冠動脈を右前下方より見る

863

864865

866
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▲展望広場と慰霊塔（頂上直下）

　
分
岐
③
ま
で
引
き
返
し
、右
へ
下
る
。

笹
山
公
民
館
を
過
ぎ
、
分
岐
④
を
左
折

す
る
と
、
頂
上
か
ら
お
よ
そ
15
分
で
駅

に
辿
り
着
く
。

範
　
　
囲

歩
行
距
離

歩
行
時
間

一
口
メ
モ

　
　
　
　
　
糸
島
市
笹
山
公
園

　
　
　
　
　
３
・
２
㎞

　
　
　
　
　
60
分

　
　
　
　
　
春
の
桜
を
は
じ
め
、
冬
の

ヤ
ブ
ツ
バ
キ
、
ツ
ワ
ブ
キ
な
ど
、
開
花

シ
ー
ズ
ン
に
訪
れ
る
の
も
よ
い
。

交点①

交点③

交点②

分岐④

分岐②

分岐①

分岐③

池

伏
龍
池

WC

笹山
（74m）

「南風台東」バス停

笹
山
公
園

「筑前前
原」駅

〈北口〉 
Ⓟ

〈南口〉
〈筑肥線

〉

至 博多→

←至 唐津

卍

糸島市役所

幼稚園

公民館

配水地
展望
広場

「前原駅南」
標識

Ⓟ

〈ゴール〉 〈スタート〉

状
は
「
疲
れ
や
す
い
」「
だ
る
い
」「
動
悸

が
す
る
」
な
ど
で
す
。
血
液
を
受
け
取
る

働
き
の
低
下
で
血
液
の
う
っ
滞
が
起
こ
り
、

そ
の
症
状
と
し
て
「
息
苦
し
さ
（
肺
に
血

液
う
っ
滞
）」「
む
く
み
（
身
体
の
各
部
分

に
う
っ
滞
）
な
ど
が
生
じ
ま
す
。

　
心
不
全
を
き
た
す
原
因
は
一
つ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
心
筋
梗
塞
や
心
臓
弁
膜
症
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
心
臓
病
が
原
因
に
な
り
ま

す
。
高
血
圧
で
長
年
心
臓
に
負
担
が
か
か
っ

て
い
る
場
合
に
も
、
し
だ
い
に
そ
の
働
き

が
低
下
し
て
心
不
全
の
原
因
と
な
る
場
合

が
あ
り
、
こ
れ
が
近
年
増
加
し
て
い
ま
す
。

③
脳
卒
中

　
脳
梗
塞
は
脳
の
血
管
が
つ
ま
る
病
気
、

脳
出
血
・
ク
モ
膜
下
出
血
は
脳
の
血
管
が

破
れ
る
病
気
で
す
。
そ
の
う
ち
で
も
と
く

に
脳
梗
塞
は
高
齢
に
な
る
ほ
ど
発
症
し
や

す
い
病
気
で
す
。

　
脳
梗
塞
に
は
、
ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
性
脳

梗
塞
、
ラ
ク
ナ
梗
塞
、
心
原
性
脳
塞
栓
症

の
3
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
ア
テ
ロ
ー

ム
血
栓
性
脳
梗
塞
と
ラ
ク
ナ
梗
塞
は
動
脈

硬
化
が
原
因
で
発
症
し
ま
す
。一
方
心
原

性
脳
塞
栓
症
で
一
番
多
い
原
因
は
心
房
細

動
で
す
。

④
心
房
細
動

　
加
齢
と
と
も
に
増
加
。
70
歳
代
の
５
％
、

80
歳
代
の
10
%
程
度
の
割
合
で
起
こ
る
比

較
的
起
こ
り
易
い
不
整
脈
で
す
。
日
本
国

内
に
約
１
３
０
万
人
、
潜
在
的
に
は
２
０
０

万
人
を
超
す
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
動

悸
な
ど
の
自
覚
症
状
で
気
づ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
気
づ
か
ず
に
健
康
診
断
等
で

た
ま
た
ま
見
つ
か
る
こ
と
も
多
い
不
整
脈

で
す
。

　
致
死
的
な
不
整
脈
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

左
心
房
の
中
に
血
栓
が
形
成
さ
れ
、
そ
の

一
部
が
剥
が
れ
て
脳
ま
で
飛
ん
で
行
っ
て
動

脈
を
閉
塞
さ
せ
て
し
ま
う
と
脳
梗
塞
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
タ
イ
プ
の
脳
梗
塞
に

な
る
と
非
常
に
重
症
に
な
り
死
に
至
る

ケ
ー
ス
も
多
い
の
で
、
予
防
と
治
療
が
重

要
で
す
。

⑤
高
血
圧
症

　
高
齢
に
な
る
に
従
っ
て
血
圧
は
高
く
な
り

易
く
、
そ
れ
に
伴
っ
て
脳
卒
中
の
危
険
も
高

く
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
塩
分
の
摂
り
過

ぎ
と
運
動
不
足
が
大
き
く
関
係
し
て
い
ま

す
。
塩
分
の
多
い
食
品
を
減
ら
し
薄
味
に

慣
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
無
理
の
な
い
強
さ

と
量
の
運
動
を
継
続
し
ま
し
ょ
う
。
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
が
最
適
で
す
。

　
循
環
器
の
病
気
を
予
防
し
て
中
高

年
を
健
康
に
生
き
る
た
め
に
は
、
こ

の
三
つ
を
実
践
し
て
暮
ら
し
ま
し
ょ

う
。
　
①
腹
八
分
を
守
る
。

　
②
塩
分
を
控
え
る
。

　
③
で
き
る
だ
け
よ
く
歩
く
。

　
こ
れ
ま
で
の
医
療
は
、
い
か
に
長
く
生

き
る
か
、
平
均
寿
命
を
延
ば
す
か
を
目
標

に
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
は
、

生
活
の
質
を
重
視
し
、
長
く
な
っ
た
寿
命

を
「
心
身
に
障
害
の
な
い
期
間
」
と
し
て
、

健
康
で
自
立
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

こ
と
、
す
な
わ
ち
「
健
康
な
長
寿
」
を
実

現
し
て
い
く
こ
と
が
、
真
に
豊
か
な
長
寿

社
会
の
達
成
の
た
め
に
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。

①
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞

　
心
臓
に
酸
素
と
栄
養
供
給
す
る
大
切
な

命
綱
が
冠
状
動
脈
で
す
。
正
常
な
冠
状
動

脈
は
柔
ら
か
く
血
流
も
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

と
こ
ろ
が
動
脈
硬
化
が
進
む
と
、
動
脈
の

内
側
に
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
入
り
込

み
ア
テ
ロ
ー
ム
（
粥
腫
）
を
形
成
し
ま
す
。

こ
れ
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
る
と
動
脈
の

内
腔
が
狭
く
な
り
、
血
流
が
邪
魔
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
が
狭
心
症
で
す
。
動
脈
硬
化
の

危
険
因
子
（
高
血
圧
症
・
糖
尿
病
・
脂
質

異
常
症
・
喫
煙
・
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
の

家
族
歴
・
年
齢
な
ど
）
が
多
く
重
な
る
ほ

ど
そ
の
進
行
が
早
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
あ

る
日
あ
る
時
ア
テ
ロ
ー
ム
が
破
れ
る
と
、

そ
の
場
所
に
血
栓
が
形
成
さ
れ
て
血
流
が

完
全
に
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ

が
心
筋
梗
塞
で
す
。

②
心
不
全

　
人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
体
の

各
部
分
に
十
分
な
酸
素
と
栄
養
が
行
き
わ

た
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ら
を
運
ぶ

の
が
血
液
で
、
そ
の
血
液
を
循
環
さ
せ
る

ポ
ン
プ
の
働
き
を
す
る
の
が
心
臓
で
す
。

血
液
を
送
り
出
す
能
力
の
低
下
に
よ
る
症

ま
と
め

脳梗塞には、アテローム血栓性脳梗塞、ラクナ梗塞、
心原性脳塞栓症の3つのタイプがあります。

監修 ： 橋本洋一郎先生

左心房内の血栓

治療前 治療後

血圧が高いと脳卒中リスクも高まる
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866
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今月の街の行事予定

詳しくは公民館にご確認ください。

健康講話

お問い合わせ先
医療法人 西福岡病院 総務課 ☎092-881-1331

外 来 診 察 表
診療科目 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日 土曜日

午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  前午  後

内
　
　
科

内　　　科

呼吸器内科

消化器内科
循環器内科
糖尿病内科
神 経 内 科

外　　　　科
整形外科・リハビリテーション科
泌尿器科
皮膚科
眼科

耳鼻咽喉科
婦人科

緩和ケア内科
腫瘍内科
禁煙外来

中村
原田

國武
安藤（文）（予約制）／山田
大園
下田
非常勤
中垣

鈴木
非常勤
非常勤

中村
原田（15時まで）

國武

松尾

高比良
非常勤

中村
原田
髙野
國武

安藤（文）（予約制）／山田
松尾
井野

非常勤
高比良

鈴木
非常勤
非常勤
非常勤
川上

飯田
原田（15時まで）
髙野
國武
宮本
松尾
下田

非常勤

川上

國武（予約制）

中村
原田
落合（2・4）
國武（1・3・5）
安藤（文）（予約制）／宮本
松尾

非常勤
中垣

鈴木
非常勤
森園／非常勤

児玉
原田（15時まで）
吉川
國武

大園
下田

高比良

原田
髙野

安藤（文）（予約制）／宮本
松尾
下田
非常勤
中垣

鈴木
非常勤
森園／非常勤

川上

オンコール
原田（15時まで）
髙野

松尾

非常勤

吉川
國武

安藤（文）（予約制）/山田
大園/松尾
井野

非常勤
高比良

鈴木
非常勤
非常勤
安藤
川上

飯田

落合
國武
（宮本）

川上

飯田/交代

非常勤
非常勤
非常勤

非常勤
非常勤

※ご質問は各科担当医あるいは外来看護長、外来医長までおたずね下さい。
※変更の場合がありますので、外来直通☎092-881-1371もしくは病院代表☎092-881-1331までおたずね下さい。（一覧表もございます。）
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医療法人
西福岡病院

863

864865

866

高齢者教室

地域づくり講座

西 陵 公 民 館 ☎092-891-6342

◎場　所 西陵公民館　講堂
◎対　象 60歳以上の方
◎内　容 落語
◎講　師 粗忽家 勘心さん
 福岡市立
 小学校教諭

子育てミニミニひろば
開講式～はじめまして～

日　時 4月27日（木）
 10：00～ 12：00

開講式

ごきぶり団子づくり

日　時 4月18日（火）
 13：30～15：00

日時  5月9日（火）10：00～12：00

◎場　所 西陵公民館
 児童等集会室
◎対　象 0 ～ 3歳児と保護者
◎指　導 保育士
 大歯美穂子さん
＊皆さまの参加をお待ちしています。

◎場所　西陵公民館 講堂　◎対象　校区住民　◎指導　地域指導者 橋本節子さん
◎費用　200円　●申し込み先：西陵公民館まで　●共催：保健衛生連合会

住　所

講　師

会　費

と　き

場　所

平成29年4月22日（土）

医療法人西福岡病院  本館3階会議室

西区 生の松原3-18-8
健診事業部長 医師　蓑田 俊二
無料

午前10時より午前11時まで

☎　092-881-1331

《　　   健康診断の実際 》今月の
テーマ／

●詳しくは、お電話でお問い合わせください。 医療法人 西福岡病院　治験管理室  ☎092-881-1331（代表）お問い合せ先

治験に参加いただける主な条件
★「喘息」と診断されたことがある方
★18歳以上の方。ただし女性の場合は妊娠の可能性がない方
★6か月以上タバコを吸っていない方

治験管理室からのお知らせです
本院では、喘息の患者さまを対象に
新しいお薬（吸入薬）の治験を行っています。


